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平成２８年１１月１７日（木）

老球の細道２８４号

チームワークがあらわれるデイフェンス

会津バスケットボール協会 室 井 冨 仁

ゲームには出場できないが常にベンチで声をかける選手がどこのチームにもいると思

う。特に、チームが劣勢になって誰もが意気消沈の状態にある時、声を出し続ける選手は

本物である。このような「Ｆｏｒ ｔｈｅ Ｔｅａｍ」を常に意識している選手をたくさ

ん持つチーム、コーチは幸いである。

「チーム（ＴＥＡＭ）」とは何か。アメリカのあるコーチが英語の語呂合わせで下記の

ような説明をしている。シンプルな考えで、まさに御意。

Ｔ・・・・Ｔｏｇｅｔｈｅｒ（一緒にがんばろう）

Ｅ・・・・Ｅｖｅｒｙｏｎｅ（１人ではむずかしいのでみんなでやろう）

Ａ・・・・Ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎｔ（目標達成に向けて）

Ｍ・・・・Ｍｏｒｅ（今よりもさらに向上するために）

要するに、「優勝という目標達成に向けてみんなで力を合わせ、今よりさらに向上する

ために一緒にがんばろう」という雰囲気のある集団を「チームＸ（チーム会津）」という。

チームＸが一丸となって大きな目標に立ち向かうとき「チームワーク」が問われる。バス

ケットボールにおいてはデイフェンスにおいてチームワークの真価が問われる。

アメリカのラサール大学ヘッドコーチ・ジョン・ジアニーニの著書『バスケットボール

のコートセンス』（大修館書店）によると、デイフェンスのチームとしてのまとまり(チ

ームワーク)を示す状況を四つあげている。シェルデイフェンスをイメージしてほしい。

一つめは、オフェンスのボールが動くときはいつでも、デイフェンスは適切なポジショ

ンに向かってボールとともに動く、ということである。これは“エアータイム”と呼ばれ

る。ボールが空中にある間、デイフェンダーは新しいデイフェンスのポジションに動いて

いなければならない。

二つめは、適切なポジションにいるという目的はヘルプに備えることができるというこ

とである。優れた、チームワークのあるデイフェンスを定義するなら、誰かが抜かれてし

まったとき、他のデイフェンダーがイージーなシュートをさせないようにすぐヘルプする

ことである。

三つめは、ヘルプのときはいつでも、他の選手はそのヘルプした選手をカバーするため

にローテーションし、バスケットから一番遠い位置のオフェンスだけをオープンにする、

ということである。

四つめは、チームは素早くリカバーしなければならない。ヘルプやローテーションの直

後、すぐに自分のマークマンのデイフェンスに戻らなければならない。リカバリーにはど

んな空いた隙間も埋めようとするデイフェンス全体の意欲と決意ばかりでなく、コート内

の状況をよくわかっていることが必要となる。

「オフェンスは個人で、デイフェンスはチームで」とよく言われる。デイフェンスは一

人の弱さをみんなでカバーするところに真骨頂がある。しかし一方では、たった一人のデ

イフェンダーのわがままやサボり、そしてミスやエラーが相手の得点に結びついてしまう

こともある。「ＴＥＡＭ」という字に「Ｉ（私）」はないが「愛」は必要だ。


